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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

課
題
・
今
後
の
取
組

【課題】

【今後の取組】

プロジェクト商品だけでなく、佐渡産品全体で面的な訴求による「佐渡」や「金山」のPRを図る。

観光戦略や世界遺産登録応援に係る施策等での商品開発された歴史文化啓発グッズの活用が
少ない。

事
業
評
価

【ゴールに対するR５末の達成度】 課題解決に向けた取組は継続して必要だが、PRの観点から一定の効果
があった。　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

事
業
計
画
と
実
績

【Ｒ５年度計画】

佐渡金銀山商品開発プロジェクト商品のプロモーションを実施する。

【Ｒ５年度実績】

新潟三越伊勢丹やMUJIで佐渡フェアを実施し、「佐渡島の金山」をPRすると共にプロジェクトパン
フレット配布や商品の販売促進を図った。また、昨年度実施した島内のキャンペーン（販路）先へ
の継続した商品設置の調整を実施した。
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佐渡金銀山グッズ等、新たな商品・サービスの開発に向けて、大手メーカーとの協力や商品開
発、マーケティングに係る有識者によるアドバイス等の支援を行う。

地元商工業者連携による島の資源を活かした商品開発を実践し、新しい価値づくりに取り組むと
ともに、商品開発により創出する歴史文化啓発グッズを活用しながら、佐渡金銀山の魅力を広く
発信する。

こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績

市内事業者が連携して佐渡産品セットボックスを制作し、島内ECサイトで販売した。

市内での異業種連携を図り、新たな企業間連携を促すため、ワークショップによりアイデアを出し
た商品の開発を行い、インバウンド向けのイベント等においてテストマーケティングを実施した。

メイドインサドの産品ブランディング事業「SADOSAN」ブランドコラボによる「佐渡金銀山商品開発
プロジェクト」で「佐渡島の金山」応援企画として島内事業者が製作者となる統一デザインを活用
した商品提案を実施した。
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「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

事
業
概
要

【事業目的】

新たな商品・サービスの開発により、島内経済の活性化と全県への波及を図る。

【事業内容】

【本計画終了時点のゴール】

事業(施策)名 ７　佐渡金銀山関連グッズの開発支援

佐渡市産業振興課

関連団体
佐渡市世界遺産推進課、県中小企業団体
中央会、佐渡観光交流機構、（株）ゴール
デン佐渡、佐渡汽船（株）事業実施期間

第５章　世界遺産を核とした魅力ある地域づくり
取組項目 佐渡金銀山関連グッズの開発支援

Ⅱ．伝統文化・地場産業の振興
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